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やどりき水源林 定例観察会のお知らせ 
毎週日曜日午後1時より1～2時間の水源林をご案内する観察会をかながわ森林インストラクターの会【森の案内人】

で行っております｡参加希望の方は1時までに水源林ゲート前にご集合ください。費用負担等はございません。 

 
 
 
 
 
 
                                 すっかり葉を落とした渓畔林 
                           ここは、フサザクラやアブラチ 

ャンの多い林。 
灰褐色の景色の中に大きなヤ 
ブツバキの木が緑の彩りを添

えています。         
                           沢の水音に耳を澄ませている 
                           と冬鳥の声が聞こえます。 
                           やどりき水源林は今、冬のたた 
                           ずまいです。 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
冬の日の光が差し込む明るい杉林、鳥の声  昨年は熊の話題が多い年でした。大きな熊 
も聞こえていました。よい巨木林に成長す  注意看板の掲示は初めてのようです。ここ 
ることが期待されています。        の熊たちは満腹で冬眠したでしょうか。 

水水水源源源林林林ははは今今今、、、冬冬冬のののたたたたたたずずずまままいいい、、、だだだけけけどどど、、、   
どどどこここかかかででで春春春がががうううまままれれれてててるるる！！！   冬冬冬芽芽芽がががふふふくくくらららみみみはははじじじめめめてててるるる！！！   
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◇ やどりき水源林のどこかに春が生まれています。 
早春に花が咲くミツマタ、ダンコウバイ、クロモジ、アブラチャンなどの冬芽はもう膨ら

んでいます。ホウの冬芽は大きく目に留まります。やどりき水源林の冬は、冬芽の観察に

最適な時期です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ミツマタの冬芽と蕾       ホウの冬芽        クロモジの冬芽 
 
◇ 山の神の鳥居が新しくなりました。 
  古く朽ちてきた鳥居を新しく取替えました。 

森林文化部会の皆さんが中心に、ヒノキの 
間伐材を活用し皮をむき、根元を焼いて防腐 

  処理をし、新しく建替えました。   
１２月１４日お払いをしました。 

  １月１４日新年の「山の神祭」が行なわれます。 
 
◇ 冬鳥と野生動物の痕跡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   喉が赤いウソの雄     鹿の足跡（小鹿？）    ネズミの食痕か（マムシグサの球茎） 

（かながわ森林インストラクターの会 やどりき水源林「森の案内人」情報発信班 44 号担当 島岡 功） 

今月のトピックス 
やどりき水源林に植 
えられている桜の木 
に、てんぐ巣病の手入 
れが行なわれました。 
これからも元気にき 
れいな花を咲かせて 
くれるでしょう。 

 来月の見所 
・冬芽の観察 
 いろいろな種類の冬芽が観察できます。 
・野生動物の観察 
冬は野生動物の姿やその活動の痕跡が観

察しやすい季節です。 
・野鳥の観察 
 冬鳥など野鳥の姿が見られます。 


